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Momoー罪と贖罪の桃太郎譚ー

『Momoー罪と贖罪の桃太郎譚ー』



第一章

昔々あるところに、おじいさんとおばあさんがいました。おじいさんは毎日山へ若者をしばきに、おばあさんは川へしばかれた若者を流しに行っていました。しかしある日、当然の因果応報として複数のパトカーが二人を取り囲みました。「動くな！ 暴行および死体遺棄未遂の容疑で逮捕する！」警察官の叫びも虚しく、二人はあっけなく連行されてしまいました。

ですが、監獄に入れられた直後のことです。おじいさんは退屈そうに首を鳴らしました。「おい婆さん、ここの看守、ちょっと面構えが生意気じゃねえか？」「そうねぇ爺さん。一発しばいておきましょうか」二人は看守を容赦なくしばき倒すと、頑丈な鉄格子をへし折り、瞬く間に脱獄に成功しました。

二人で夜道を逃亡している最中、揃って何かにつまずきました。「痛てぇな、なんだ……？ 桃？」「あら、私の足元にもあるわ。拾っていきましょう」二人はその桃を懐に放り込むと、これまでの逃走資金をはたいて新しい家を買い、何食わぬ顔で新居へと向かいました。

家に着き、拾った桃をそれぞれ美味しくいただくと、突如、異変が起きました。おじいさんとおばあさんの腹が膨れ上がり、なんと、それぞれの体から元気な赤ん坊が産まれたのです。ここで、家庭内に深刻な亀裂が生じました。

「おい、身に覚えがねえのに何でガキが生まれてんだ！ 婆さん、お前まさか不倫したんじゃねえだろうな！？」「何言ってるのよ、このクソジジイ！ こっちこそ、あんたが実は女だったんじゃないかって猛烈に疑ってるわよ！ 自分の体から産んどいて何が不倫よ！」「うるせえ！ 遺伝子検査だ！」「上等よ、顔も見たくないわ！」

二人の仲は最悪になり、即座に別居が決定しました。夫婦は決裂しましたが、一旦若者をしばくのは休戦し、おじいさんの子供は山太郎と名付け、おばあさんの子は川太郎と名付け、それぞれで手厚く育てました。

――十年後。子供たちも10歳という節目を迎えました。そんな中、十年前のあの日、山でしばかれながらも奇跡的に生き残り、執念深く二人を探し続けていた若者が、ついに居場所を特定しました。「見つけたぞ……あの時のクソジジイとクソババア……。オレの十年間を返せ！」若者は血の復讐を実行に移しました。

まずはおじいさんが狙われました。「おい、後ろに隠れてろ」おじいさんは我が子を背に庇いながら戦いましたが、十年のブランクは大きく、なかなか決着がつきません。じわじわと体力を削られていきました。「チッ、衰えたな……。だがな、オレは逃げるのもプロなんだよ！」おじいさんはまだ余力があるうちに、夜陰に乗じて鮮やかに逃げ延びました。

次に若者はおばあさんの新居を襲撃しました。「次はお前だ、ババア！」しかし、おばあさんは自ら暴力を振るうタイプではありません。「あら、いらっしゃい。でも、ここでお相手するほど野蛮じゃないの」おばあさんはこの十年間で、新居を完全なる「忍者屋敷」へと極秘裏に改造していました。攻撃能力こそ皆無ですが、逃走経路だけは完璧です。床がどんでん返しになり、おばあさんは即座に戦線を離脱しました。

この死闘を、物陰から監視している男がいました。十年前、二人を現行犯逮捕したあの警察官です。「あの化け物どもと正面からやり合う度胸なんてあるわけねえだろ……。だったら、ガキを狙うまでだ」警察官は疲弊したおじいさんの隙を突いて子供を誘拐し、続けておばあさんの子供も連れ去りました。

我が子を奪われた元夫婦は、十年の時を経て再び相見えました。「爺さん……やっぱり、私たちは二人で一つだったのよ。共にいなければ、何も守れない」「ああ、婆さん。過去のことは水に流そう。国家権力から、オレたちの宝を奪還するぞ」二人はがっちりと握手を交わし、警察署への殴り込みを決意しました。

おじいさんとおばあさんは正面突破を敢行します。子供たちは取調室に幽閉されていました。「そこをどきな！」おじいさんは立ち塞がる警官隊のみぞおちに強烈な一発を叩き込み、すべてワンパンで沈めていきます。「ほら、次々いくわよ！」おばあさんは、おじいさんがKOした肉体を次々と背後へ投げ飛ばし、退路を確保していきました。

そして最奥の取調室に到着し、重い扉を開け放ちました。そこには、目を見開くほど驚愕の光景が広がっていました。部屋の中では警察官たちがすでに全滅しており、その血の海の真ん中に、なぜか犬、猿、雉が佇んでいたのです。

「おじいさん！」「おばあさん！」子供たちが駆け寄ってきます。実は、取調室で生き別れの兄弟が揃ったことで、子供たちの内に秘められた「二人で一つ」の本物の血脈が覚醒。三匹の凶暴な獣を召喚し、単体で警察を根絶やしにしていたのでした。

「そうか……お前たちは、あの桃の神秘の力で生まれたんだな」おじいさんはすべてを察し、子供たちを抱きしめました。「よし、仕上げだ。署長室へ行くぞ」二人は署長室に籠城する署長を完璧にしばき倒し、警察署の完全制圧に成功しました。「一度、愛の巣へ帰ろうか」おじいさんとおばあさん、そして二人の子供は、意気揚々と外へ踏み出しました。

その瞬間でした。――グサッ、グサッ、グサッ、グサッ。「がはっ……！？」入り口の死角に潜伏していたあの若者が、姿を現した四人の心臓を、すかさずナイフで正確に突き刺したのです。「ハハハ！ やった、やったぞ……！」歓喜する若者でしたが、直後、怒り狂った動物三匹が若者の頭部を容赦なく圧壊し、その息の根を止めました。

しかし時すでに遅く、しばらくして四人は静かに絶命しました。主を失った犬・猿・雉は、それぞれの闇へと散っていきました。これまで余りにも多くの罪を重ねすぎたおじいさんとおばあさんは容赦なく地獄へ、純真無垢な子供たちは天国へと引き裂かれて送られたため、二度と四人が現世で集まることはありませんでした。



第二章

おじいさんとおばあさんは地獄へと堕ちました。見渡す限り、悍ましい鬼だらけの世界です。「おい婆さん、どうする？」「決まってるじゃない、爺さん。ここでも生き残るために、片っ端からしばき倒すのよ」二人は獄卒の鬼たちに肉弾戦を挑みました。地獄の鬼といえど、二人の前には所詮雑魚に過ぎません。

「オラァ！」おじいさんの放つ「みぞおちへのワンパン」の前に鬼たちは次々と悶絶。おばあさんはそれらの巨体を、轟々と燃え盛る血の池へと「はい、お次！」と容赦なく流していきました。この前代未聞の暴動は、すぐさま閻魔大王のもとへと報告されました。「何だと！？ 地獄で暴れている亡者がいるだと！？ 屈強な精鋭鬼軍勢を投入しろ！ 秩序を守るのだ！」

おじいさんとおばあさんは当初、雑魚を蹴散らしていましたが、無限に湧き出てくる鬼の波に少しずつ圧倒され始めます。「爺さん、キリがないわ！ 一度引きましょう！」「クソッ、体力が……！」二人は戦略的撤退を余儀なくされ、岩陰に身を隠して仮眠をとりました。その時、二人は揃って同じ夢を見ました。天国から自分たちに手を振る、我が子たちの姿です。『お父さん、お母さん、負けないで！』

夢から覚め、二人は涙を拭いました。「婆さん、やるか」「ええ、あの子たちのために、死ぬ気でしばき倒すわよ！」二人は再び圧倒的な闘志を漲らせて鬼しばきを再開し、地獄の戦力を壊滅寸前まで削ぎ落としました。しかし、ついに現れた三本の角と三つの目を持つ伝説の異形鬼に捕縛され、二人は厳重に縛り上げられてしまいました。

冷たい檻の床に横たわり、縄で互いの背中を縛り付けられたおじいさんとおばあさんは、ぐったりとしたまま動けずにいました。閻魔大王の前に引き出されるまでの暗闇の中、おじいさんが掠れた声で呟きました。「……婆さん。オレたちは、間違ってたのかねぇ」若者をしばき、看守をしばき、暴力だけで全てを解決できると信じていた人生。

「そうねぇ、爺さん……。あの子たちをあんな目に遭わせて、自分たちも死んじまって。私たちは自分の力を過信しすぎのバカだったのよ。あんなくだらねえ不倫疑惑だの性別疑惑だので意地を張って、別々に暮らさなけりゃ……四人で一緒に暮らせたはずなのに。オレたちのくだらねえプライドのせいで、あの子たちは冷てえ取調室の床で、凶暴な獣を呼び出すしかねえほど追い詰められていたんだ」おじいさんの目から、涙が溢れて床を濡らしました。二人は重い後悔と引き裂かれるような痛みに包まれながら、再び深い眠りに落ちていきました。

そこで二人は、また夢を見ました。ですが、今度の夢は優しくありませんでした。夢の中の子供たちは、血を流してボロボロになりながら泣いていました。『お父さん、お母さん、どうしていつも誰かをしばいてばかりいたの？』『どうして、普通に一緒に暮らしてくれなかったの？』子供たちの悲痛な叫びが、二人の魂を激しく切り刻みました。ただ暴力の英才教育だけを施して、子供たちに「普通の家族の温もり」を一つも与えられなかった。その結果、復讐の連鎖に巻き込み、死なせてしまった。

「オレが、悪かった……！ すまねえ、すまねえ……！」「ごめんなさい、本当にごめんなさい……！」二人は夢の中で、今までの傲慢さと、互いへの、そして子供たちへの非礼を心の底から悔い改め、血を吐くような思いで涙を流し続けました。目を覚ました時、二人の目にはもう、かつての狂気混じりの闘志はありませんでした。ただ静かに、互いの手を握り締めました。「爺さん。もし、もう一度チャンスがあるなら」「ああ、婆さん。もう誰も、絶対にしばかねえ」

その後、閻魔大王の前に引き出された二人は、神妙な面持ちでただ静かに頭を下げていました。閻魔様は二人の履歴書と、そのあまりに静かな様子を見て、深く頭を抱えました。「ううむ……。ここで安易に刑罰を与えてしばき返せば、この二人のことだ、反骨精神で『第二の地獄』で再び大暴れするに違いない。そうなれば地獄が崩壊する……と思っていたが、なんだこの憑き物が落ち、反省しているような顔は。十分苦しみ、悔い改めたようだから監視付きで更生の機会を与えたいのだが…。」困り果てた閻魔様は、苦肉の策を思いつきました。「よし、お前たちを地獄の最奥にある、誰も手出しをしない場所へ追放する！」

二人が送られた場所は、美しい緑が瑞々しく茂り、清らかな川が流れる、まるで桃源郷のような極上の好立地でした。「あら、最高の場所じゃない」「ああ、心底安心したぜ。もう鬼をしばきに行く必要もねえな」誓い通り、二人が暴れることは二度とありませんでした。



第三章

地獄の最奥、のどかな隠居地で、おじいさんとおばあさんは過去の悪行を完全に清算し、静かに平和に暮らしていました。ある日、おじいさんは山へ芝刈りに、おばあさんは川へ洗濯に行きました。おばあさんが川辺で洗濯にいそしんでいると、上流から、どんぶらこっこ、どんぶらこっこと、見たこともないほど巨大な桃が流れてきました。「甘い桃ならこっちおいで、すっぱい桃ならあっちへ行け」おばあさんが優しく歌うと、桃は吸い寄せられるようにおばあさんのもとへと寄ってきました。おばあさんはその桃を大切に拾い上げ、我が家へと持ち帰りました。

その日の夜、夕食にその桃を食べようとした瞬間、桃がぱかっと真っ二つに割れ、中から元気な男の子が飛び出してきました。「ばあッ！」「お、おい！ 桃から人間が出たぞ！」二人は大変驚きましたが、自分たちには子どもがもういなかったため、この地に授けられた奇跡として大切に育てることに決め、「桃太郎」と名づけられました。桃太郎の成長スピードは異常でした。ごはんを食べるたびにみるみる大きくなり、あっという間に、底知れぬ怪力と優れた知性を兼ね備えた若者へと成長しました。

ちょうどその頃、この世界のあちこちにいる悪い鬼たちが、他の亡者たちから食べ物や大切な物を奪い、暴虐の限りを尽くしていました。その惨状を耳にした桃太郎は、ある日両親の前に居住まいを正しました。「お父さん、お母さん。僕は鬼ヶ島へ行って、あの悪い鬼たちを退治してきます」それを聞いた二人は、顔を真っ青にして激しく狼狽しました。「ダメだ、桃太郎！ 暴力はいけねえ！ 誰かをしばけば、必ずその報いが自分に返ってくるんだ！」「そうよ、お願いだから大人しく上げて！」過去の自分たちを深く反省し、同じ苦しみや孤独を愛する息子に味わわせたくない一心で必死に止める両親。しかし、桃太郎の決意は揺らぎません。二人は涙を呑んで特製きび団子をこしらえてあげました。「どうか無事で帰っておくれよ」「はい、行ってきます！」

桃太郎が村外れまで来ると、一匹の犬に遭遇しました。「桃太郎さん、そのきび団子を一つくださいな。お供しますから」「いいでしょう、これから鬼退治に一緒に行くならあげましょう」山に入ると猿が、野原に出ると雉が、それぞれきび団子と引き換えに仲間に加わりました。こうして桃太郎は、犬・猿・雉を引き連れ、きび団子を規格外の力へと変換しながら進軍し、ついに因縁の鬼ヶ島へと突入しました。

鬼ヶ島では、鬼たちが大酒を飲んで盛り上がっていました。「みんな、かかれ！」桃太郎の咆哮とともに、犬は鬼の裏すじに噛みつき、猿は鬼の顔面を掻きむしり、雉は鬼の眼球を正確に突きました。そこへ、巨躯を誇る鬼の副大将が巨大な金棒を振り下ろしてきました。大気が裂けるほどの猛攻を潜り抜け、前線に躍り出た桃太郎が拳を握り締めました。「おらぁッ！！」魂を揺さぶる「強烈なみぞおちへのワンパン」が、大気を震わせて鬼の副大将の腹に炸裂し、副大将は血を吐いて壁に激突しました。

しかし、鬼たちも必死です。次から次へと立ち上がり、桃太郎の体にも生傷が増えていきます。息を切らす桃太郎の前に、ついに鬼の総大将が立ちはだかりました。三本の角を生やし、三つの目がある総大将は、ニヤニヤと下卑た笑みを浮かべていました。「ククク……流流石の強さだな、桃太郎。その『みぞおちへのワンパン』……見覚えがあるぞ。おい、お前の親はあの『脱獄大悪党』のジジババだろ？」「……何だと？」

桃太郎の手が止まります。総大将は下卑た笑みを浮かべ、さらに言葉を刃のように突き刺すように続けました。「とぼけんなよ！ 現世で若者をなぶり殺し、警察署を血の海に変えて地獄に堕ちてきた、あの救いようのねえ化け物どもさ！ お前が今やってるその『鬼退治』ってやつもなぁ、ただの血の悪癖なんだよ！ お前の中に流れてる、残虐な悪党の遺伝子が暴れたがってるだけだ！」

優しい両親の、あまりにも生々しく残虐な過去。自分の拳を見る。今までみんなを守るために振るっていたはずのこの怪力が、急に、おぞましい「悪党の呪い」のように思えて、桃太郎の手はガタガタと震え出しました。（お父さんとお母さんが……大悪党？ 僕は、そんな化け物の子供なのか……？ だったら、僕が今やっているこの『鬼退治』という暴力も、ただの血の悪癖なのか……！？）目の前が暗くなるような苦悩と絶望が、桃太郎を襲いました。激しい動揺のせいで防御が遅れ、鬼の猛攻を受けて桃太郎の体が吹き飛びます。

床に叩きつけられ、立ち上がれない桃太郎。鬼たちが勝ち誇ったように包囲を縮めていきます。しかし、その時。桃太郎の脳裏に浮かんだのは、自分を送り出すとき、ボロボロと涙を流して「誰かをしばけば、必ず自分に返ってくる」と必死に訴えかけていた、あの両親の悲痛な顔でした。（いや、違う……！ あの二人の目は、悪党の目じゃなかった……！ 二人は過去を深く悔いて、僕に同じ過ちを犯させまい、傷つかせまいとして、あんなに必死に止めてくれたんだ！）

桃太郎の目に、再び強い光が宿りました。「……二人が昔、何をしたかは関係ない。今の二人は、僕の優しい両親だ。精度を欠いた暴力じゃない。僕は、その過ちを繰り返さないためにこの力を使う！」凄まじき咆哮とともに立ち上がった桃太郎の、限界を超えたワンパンが、鬼の総大将の肉体に強烈な一撃を炸裂しました。「ぶふぉっ……！？ 間違いない、あの二人のガキだ、だが……技の重みが、あの化け物どもとは違う……！」

圧倒的な実力差を前に、鬼たちはただ平伏し、涙を流して懇願しました。「命だけは助けてくれ！」怯える鬼たちを見下ろし、桃太郎は静かに拳を下ろしました。これ以上、無意味にしばき続けることはしません。「命は取るつもりはない。だけど、お前たちがやってきた『他の人の宝物を勝手に奪う』という悪い行いは、今この瞬間から絶対にやめろ」「やめる！ 絶対にやめる！ 奪った宝も全部返す！」「犬、猿、雉、手伝ってくれ。鬼たちが盗んだ宝物をすべて車に積むんだ。元々持っていた人たちのところへ返しに行くぞ」桃太郎は、おじいさんやおばあさんがかつて行った「私欲のための暴力」とは違い、奪われたものを取り戻し、鬼たちの悪行を正すという「良い行い」のためにその力を使ったのです。

満身創痍になりながらも、奪還した宝物を積んだ車を引き、桃太郎が我が家へ帰ると、両親は駆け寄って息子を強く抱きしめました。「桃太郎……無事だったか！ ケガはねえか！」両親の温かい涙と、自分を心から案じる手に触れ、桃太郎は静かに微笑みました。「うん。お父さん、お母さん。心配をかけてごめんなさい。でも、二人が必死に僕を止めてくれた理由、ちゃんと分かったよ。だから、これ以上はもう誰も傷つけない。鬼たちも、もう悪いことはしないって約束してくれたんだ。これからは、二人からもらったこの強さを、困っている人を助けるための『良い行い』に使うよ」

その言葉を聞いた瞬間、おじいさんとおばあさんは目を見開きました。息子は、自分たちの血塗られた過去を知った。それでもなお、自分たちの「悔い改めた心」と「親としての愛」を信じ、その上で、自らの意志で暴力の因果を終わらせてくれたのだと理解したのです。おじいさんは桃太郎の肩を震える手で掴み、ボロボロと涙を流しました。「ごめんな、桃太郎……！ お前を暴力の宿命しか背負わせてやれなかった……！ 怖かったろう、苦しかったろう……！」おばあさんも息子の泥だらけの顔を抱きしめ、声を上げて泣き崩れました。「ありがとう……本当に、よく真っ直ぐ育ってくれたねぇ……！」二人は、自分たちのせいで息子に重い宿命を背負わせてしまった申し訳なさと、それを力強く、優しく乗り越えてくれた我が子への感謝で、ただただ涙を流して桃太郎を抱きしめ続けました。

それから一年経ち、三人は善行を積み続けました。そして、地獄の管理本部では、閻魔大王が震えていました。「あの夫婦が過去を悔い改め、その背中を見て育った『桃太郎』が、自ら悪行を拒んで良い行いを積む本物の聖人となってしまった……！ 聖人は地獄には置いておけない。というかあの強い三人は地獄にはいて欲しくない…。」戦々恐々とした閻魔様は、すぐに特赦を発令しました。「おい！ 特例だ！ お前たち全員を、今すぐ天国へと昇天させる！！」

こうして地獄を出て、天国の美しい門をくぐった先で、おじいさんとおばあさんは、見覚えのある二人の子供の姿を見つけました。子供たちもまた、信じられないといった様子で目を見開いています。「お父さん！ お母さん！」二人の子供たちが、全力で二人の胸に飛び込んできました。「悪かった……本当に悪かったなぁ……！」「もう、絶対に離さないわよ……！」過去の罪を悔い改めた夫婦、その因果を背負いながらも正義の道を選んだ息子、地獄の閻魔、そしてようやく報われた最初の子供たち。桃太郎は溢れる光の中で、今度こそ本当に幸せそうに、家族の再会を見守っていました。めでたしめでたし

『Momo After』
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――かつて、その男には「名前以外のすべて」があった。

憐仁郎という名の青年は、ただ静かな朝を愛していた。

日暮れには小さな家へ戻り、許嫁と「来年の春には小さな店を持とうね」と語り合う――それだけで、彼の世界は十分だった。

だが、その日常は、理由もなく引き裂かれた。

足を踏み入れた山道で、前触れもなく視界が爆発した。

――おじいさんの「容赦ないワンパン」が鳩尾を抉り、彼の内臓と人生をグシャリと潰した。

奇跡的に一命を取り留め、村へ戻った彼を待っていたのは、

「あんなに優しかった憐仁郎さんは、もうどこにもいない」

と怯え、去っていった許嫁の背中だった。

「なぜだ……？ 俺が一体、何をした……？」

役所に訴えても冷たくあしらわれ、誰も彼の絶望に耳を貸さない。

完全な孤立の中で、彼の温かかった心は急速に凍りつき、やがて、どす黒い「憎悪」の結晶へと変質していった。

そして、おじいさん一家への復讐を果たした直後。

犬・猿・雉によって命を奪われた。

「なぜ俺が殺されなきゃいけないんだ……！」

現世を彷徨い、彼はある仮説に辿り着いた。

「あの犬、猿、雉は、ガキどもの召喚能力だったんだ。あの三匹をしばき倒すには……天国に行くしかない」

そこからの数年間。

それは、狂気的なまでの「演技」の毎日だった。

誰もいない深夜の独房。

鏡に映る自分の顔は、憎悪と呪詛で歪み、脳漿が沸き返るような怨嗟の澱にまみれていた。

だが、太陽が昇り、監視の目が光る瞬間、彼は完璧なまでの「慈愛に満ちた聖人の笑み」を貼り付ける。

心の中で毒を吐き続けながら、聖者のような温和な声で神の使徒たちに語りかける。

「現世への未練など、毛ほどもありません。私はただ、魂の救済を求めているのです」

その二面性の極み。

自らの人格をすり潰してまで作り上げた「偽りの聖人」という仮面は、ついに神の眼光さえ欺き、憐仁郎を天国へと昇天させたのだった。

――数年後。

おじいさん一家は、桃太郎、山太郎、川太郎の三人の息子と、三匹の動物たちと共に、天国ののどかな片隅で平凡で穏やかな日々を送っていた。

しかし、その平穏は、計算し尽くされた悪意によって破られる。

ある日の夕暮れ。

一家の家の門前に、一枚の血塗られた手紙が置かれていた。

『明日の正午ちょうど、桃太郎を一人だけで、東の果ての断崖絶壁に来させろ。

勘違いするなよ。治安維持隊に通報する時間など与えない。

呪詛はすでに山太郎と川太郎の魂の底に刻み込んだからな。

もしお前たちが拒否するか、あるいは俺の意識や命が絶たれた瞬間、この呪詛が自動的に発動し、二人の魂を今すぐ地獄の底へ焼き落とす。

ジジイ、ババア。

お前らが「誰も二度としばかない」と誓ったことは調べ尽くしてある。

手出しができないお前たちの前で、まずは長男から順番に、じっくりと絶望を味わわせてやる。

――憐仁郎』

おじいさんとおばあさんは激しく狼狽した。

「意識を失った瞬間に発動する」という、完璧な人質作戦。

通報もできず、かといって神に誓った以上、自分たちの最強の武力で憐仁郎をしばき倒して止めることもできない。

「あの力はもう使えねぇ……。通報もできねぇ。どうすればいいんだ……！」

おじいさんが頭を抱え、絶望に震えていると、これまで静かに手紙を読んでいた桃太郎が、毅然とした声で口を開いた。

「父さん、母さん。僕が一人でそこへ行くよ。……これは、僕たち家族が向き合わなきゃいけない過去だ」

「ダメだ、桃太郎！ 行けば殺される！」

「大丈夫。僕に策がある。……手紙には『通報する時間など与えない』とあるけれど、それは『相手を捕まえるために戦力を動かすな』という意味だ。僕たちが生きて呪詛を解除する方法がないか、治安維持隊の専門家に『相談』することまで禁じられているわけじゃない。

捕縛の依頼ではなく、あの呪詛の仕組みを無力化できる条件だけを、今から僕が聞いてくる。もし……もし、専門家でも解除できないと言われたら、その時は本当に僕が一人で身を差し出すよ。それしか、みんなを守る方法がないから」

そう言って静かに微笑む桃太郎の拳は、微かに震えていた。

彼とて神ではない。

恐怖と戦う、一人の少年なのだ。

その決意に導かれるように、一家は夜通し作戦を練り、天国という特殊な環境を利用した「不暴力の奇策」を準備した。
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正午の鐘が鳴り響く。

東の果ての断崖絶壁。

霧の向こうから、桃太郎が姿を現した。

「本当に一人で来やがったな、桃太郎！」

憐仁郎が狂おしく笑う。

「俺の意識が途切れた瞬間に呪詛が発動する！ 俺をしばくこともできず、ただ殺されるために――」

「言ったはずだろ。これは僕たちの家族の問題だって」

桃太郎の背後の霧の中から、山太郎、川太郎、そしておじいさんとおばあさんが姿を現した。

「ハハハ！ 全員で来たと！？ バカめ、俺をしばいてみろ！」

「違うよ」

桃太郎は静かに言った。

「君を傷つけたりしない。……僕たちは、君を絶対に傷つけない」

山太郎と川太郎が、鋭い口笛を鳴らした。

天が歪み、空間の裂け目から溢れ出した百匹の動物たちが、憐仁郎の周囲を何重もの壁となって埋め尽くした。

「無駄だ！ その化け物どもで俺を攻撃すれば、呪詛が発動する！」

「攻撃なんてしない」

動物たちは憐仁郎に爪を立てず、牙を剥くこともない。

ただ厚い肉の壁となり、彼の四方を塞ぎ続けた。

――だが、異変が起きた。

追い詰められ、発狂しかけた憐仁郎が、全身に渦巻く呪詛を一気に爆発させ、手にしたナイフを自らへ向けたのだ。

「一蓮托生だ！ 俺ごと全員、地獄へ堕ちろ――っ！」

「……っ！！」

あまりの狂気と想定外の速さに、周囲の動物たちの動きがほんの一瞬、恐怖で怯んだ。

その隙を突かれ、憐仁郎は包囲を抜けようとする。

「桃太郎、危ない！ 動物たちを退かせろ！ このままでは呪詛が発動する！」

誰かが叫んだ。

しかし、桃太郎は一歩も引かなかった。

彼の瞳に迷いはない。

（ダメだ。ここで少しでも攻撃に転じれば、僕たちはまた『暴力』に屈することになる。

父さんたちが犯した過ちの連鎖を、ここで僕が断ち切るんだ……！）

「退かせない。

攻撃しない限り、あいつは僕たちを傷つけない。

……信じるんだ！」

桃太郎が全身全霊で動物たちの恐怖を押し留め、自らの身体で生じた隙間を塞いだ、その瞬間――。

寸分違わぬタイミングで、霧の向こうから治安維持隊の最上位神聖結界が発動した。

（※呪詛のトリガーである「憐仁郎の意識や自害のシグナル」が遠隔の被害者に届くよりもコンマ早く、結界の空間干渉によってその連動回路そのものを遮断・無力化する――それが桃太郎たちの描いた賭けだった）

眩い白光の術式が憐仁郎の全身を完全に拘束する。

間一髪だった。

「しまっ……！ お前ら、最初からこの結界の範囲まで俺を……！」

結界内における魂の連動シグナルは完全に遮断され、憐仁郎の呪詛は永遠に封じられた。

神さえ騙した復讐鬼の計画は、桃太郎の「絶対に傷つけない」という命がけの覚悟によって、その完璧さゆえに無力化されたのだった。
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「即座に地獄へ異動処分――強制送還とする！」

光の床が裂け、底なしの闇へと引きずられていく憐仁郎。

その絶叫を、桃太郎の声が遮った。

「待ってください。最後に、父さんと母さんに話をさせてあげてください」

治安維持隊の動きが止まる。

桃太郎はおじいさんの背中を優しく押し、

「行って、父さん」

と促した。

おじいさんは震える足で歩みを進め、拘束された憐仁郎の前に、ゆっくりと膝をついた。

そして、床に額をこすりつけた。

天国の住人が、地獄へ落ちる罪人に深く頭を下げている。

しかし、憐仁郎の濁った目には、激しい侮蔑の色が浮かんでいた。

彼は血を吐くように笑った。

「……ハッ、ハハハ！ 白々しいんだよ、クソジジイ！

今さら被害者面して、聖人ぶって謝れば許されると思ってんのか！？

俺の人生を、十年間をめちゃくちゃにしたのはお前らだ！」

罵倒の嵐の中、おじいさんは顔を上げなかった。

その目からは、ぽろぽろと涙がこぼれ落ち、床を濡らしていた。

おじいさんは嗚咽を漏らしながら、崩れ落ちるように呟いた。

「……憐仁郎。

俺はなぁ、地獄で何百年反省しても、自分の罪を全うに悔い改めたつもりでいたんだ。

……だが、違った。

今、こうして君の怒りに燃える顔を目の前にして、初めて分かった……。

俺は、自分の犯した罪の本当の深さを、何一つ分かっちゃいなかった……！」

おじいさんは、自らの胸をかきむしるように叫んだ。

「俺たちが現世で面白半分に振るった暴力が、君という一人の人間の魂を、これほどの憎悪と苦しみの化け物に変えてしまった！

君の清らかなはずだった人生を、俺たちのクソみたいな手で、根こそぎ奪い去ってしまったんだ……！

許してくれなんて言えねぇ。

俺は、本当に、取り返しのつかないことをした……！」

隣で、おばあさんも声を上げて泣き崩れ、静かに頭を下げ続けた。

「ふざけるな……！

泣けば済むと思うな！

俺は、俺はなぁ……っ！」

憐仁郎はさらに罵ろうと口を開いた。

だが、その言葉は続かなかった。

老夫婦の流す涙には、自己保身も、偽善もなかった。

そこにあるのは、自分たちの過去の悪業が「目の前の若者の魂を破壊した」という、あまりにも遅すぎた真実への、身がよじれるほどの絶望と悔恨だけだった。

沈黙が、重く、長く、その場を支配した。

長年、誰も認めてくれなかった自分の「被害」。

ただ理不尽に奪われ、誰にも理解されず、だからこそ復讐の鬼になるしかなかった孤独な魂。

それを、加害者本人が、今この瞬間に、すべて受け止めている。

憐仁郎の瞳から、狂気の光が少しずつ消えていった。

代わりに、十数年もの間、憎しみの裏側に隠され、凍りついていた「傷ついた少年のような脆さ」が顔を出す。

「……ずるい、だろ……そんな顔、するなよ……。

俺は、お前らを……」

憐仁郎の目から、堰を切ったように本物の涙が溢れ出した。

復讐のために神さえ騙した男の硬い殻が、本物の謝罪と痛みの共有によって、ついに砕け散った瞬間だった。

彼は声にならない慟哭を上げながら闇へと落ちていった。

だが、その顔に、もうあの醜い狂気は残っていなかった。

――こうして危機は去り、天国に再び静寂が戻った。

しかし、おじいさんとおばあさんの胸には、すっきりしない重い塊が残っていた。

「直接しばかなければ、それで『聖人』になれたつもりだったのかねぇ、婆さん。

俺たちは結局、システム――国家権力を使って、あいつを地獄へ叩き落としただけだ。

合法的な手段にすり替えただけで、誰かを排除することでしか平穏を守れないバカなままなのかもしれないわねぇ……」

己の「正義」に潜む欺瞞と傲慢さに気づき、項垂れる両親。

その肩に、桃太郎がそっと温かな手を置いた。

どこか哀しげで、それでいて果てしなく優しい眼差しで両親を見つめ、静かに言葉を紡いだ。

「だけど……正しいことと、悲しくないことは違うよ」

おじいさんは溢れる涙を拭うこともできず、ただ小さく、何度も頷いた。

おばあさんも、その手を強く握りしめる。

山太郎と川太郎は、何も言わず、ただ静かに両親の側に寄り添った。

地獄へと続く闇の穴をも、天国の夕日はどこか温かく照らし返しているのだった。めでたしめでたし

『MomoーBeyond Justiceー』
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「正しいことと、悲しくないことは違うよ」 あの夕暮れの断崖絶壁で、システム（国家権力）に依存して憐仁郎を排除した直後、桃太郎が両親に告げた言葉。それは、家族の平穏と引き換えに選んだ「合法的な排除」という名の、あまりにも苦い敗北の味だった。 平穏が戻ったはずのお茶の間は、どこか冷えていた。おじいさんは自分の拳を見つめて黙り込み、おばあさんは夜、誰もいない台所で、憐仁郎との出来事を思い返すように静かに泣いていた。 「桃太郎……私たちは、本当に正しいことをしたのかねぇ」 システムに依存して誰かを切り捨てる。その欺瞞を一番深く受け止めた桃太郎は、ある朝、薄藍色の古い防寒着を羽織り、家を出た。 「内側から、あの治安維持隊を変える。そうしなきゃ、僕たちの本当の笑顔は戻らない」 それが、過酷な茨の道の始まりだった。

治安維持隊の入隊試験。精神汚染チェックの面接室で、のちに桃太郎の補佐官となる老治安官が、冷徹な目を向けた。 「不合格だ。お前の武力は一級品だが、『罪人の背景にある痛みに寄り添う』などという甘さは規律を曇らせる。我々に必要なのは、神の法を執行する精巧な歯車だ」 「甘さではありません」桃太郎は老治安官の冷たい目を真っ直ぐに見据えた。「それを無視した正義が、どれだけ人を傷つけるかを知っているからです。僕はそれを変えに来ました」 桃太郎の「誰も傷つけない包囲の陣」の実力を組織が利用するため、最下層の「犬（ポーン）」の階級として入隊は許可されたものの、待っていたのは地獄のような日々だった。それでも、辞めてしまえば、何も変えられない。その一心で働いた。

「犬」として過ごした日々は、桃太郎の精神を毎日すり減らしていった。 小さな未練で愚痴をこぼしただけの魂。現世の諍いを思い出して口論になった恋人たち。「不適格者」をあぶり出し、地獄へ強制送還する汚れた任務の連続。最初は「彼らはただ、少し心が疲れているだけです！」と上官に噛みつき、そのたびに冷たい独房送りにされた。 だが、恐怖だったのは、人間性の痛みへの感覚が徐々に麻痺していく自分自身だった。 （今日も、目の前の人間の涙をただの「エラーデータ」として処理してしまった……） 効率よく書類にハンコを押し、より多くの「罪人」を切り捨てるほど、上層部からの評価は上がり、次の階級への道が開ける。あそこの不適格者を厳罰に処せば、より中枢のデータにアクセスできる――そんな打算が頭をよぎった瞬間、桃太郎は自分がかつて憎んだ「冷徹な国家権力」そのものに成り果てていることに気づき、兵舎のベッドで一人、声を殺して自分の両手を激しく震わせた。 「誰かを救うために、僕はまた、別の誰かを踏みつけて階段を登っている……」 誰もいない真夜中、極限の過労とストレスで視界が歪み、かつて自分が切り捨ててきた無数の亡者たちのうめき声が耳鳴りのように脳裏を駆け巡る。犬・猿・雉の毛並みを抱きしめながら、狂いそうな矛盾の中で、彼は夜な夜な兵舎の片隅で世界の構造そのものを変えるための「新しいシステム改革案」の設計書を密かに書き溜め、数年間、泥をすすりながら「将（ナイト）」へと這い上がっていった。



第二章

入隊から数年。天国のキャパシティが限界に達し、直近数百年で昇天した「更生度が不十分な亡者」を一斉に間引く『大粛清プロトコル』が発動される。そのリストの最上段には――おじいさん、おばあさん、山太郎、川太郎の名前があった。 桃太郎は単身、白銀の議事堂――「十人委員会」の最奥へと乗り込んだ。 「大粛清プロトコルを停止してください！ こんなのは、ただの効率的な虐殺だ！」 中央に座る十人委員会の委員長は、冷徹な仮面の奥から静かに声を響かせた。そこにあったのは、圧倒的な「責任」の重みだった。 「桃太郎。天国のリソースは無限ではない。一人の命を救えば、千人が争う。誰かを冷酷に切り捨てなければ、この楽園は明日崩壊するのだ。お前に、一億の命を背負う覚悟があるのか？」 「……っ」 言葉を失う桃太郎に、委員長は三日間の猶予を与えた。

それからの三日間、桃太郎は兵舎の地下室に籠もり、文字通り、考えに考え抜いた。 孤独に書き溜めてきた膨大な設計書の束。犬・猿・雉が夜闇に紛れて盗み出した上層部の極秘データ。地獄の現場から山太郎と川太郎が送り続けるリアルタイムの心理データ。さらに、老治安官がこっそり持ってきてくれたプロの財務データ。 だが、二日目の深夜。極限状態の桃太郎の脳は限界を迎えていた。血走った目で数式を走らせる中、更生特区の人員配置と天国本拠地の防衛費という、絶対に重複させてはならないリソースの二重計上という致命的なエラーを見落としていた。 「――桃太郎、手が止まっているぞ」 背後から、犬が冷えたデータ端末を差し出す。「ここだ。初期グループの霊気消費計算がずれている。猿、雉、行くぞ！」 ボロボロになりながら、桃太郎の死角を埋めるために泥をすする三匹の姿。 「……すまない。ありがとう」 桃太郎は熱くなる目頭を押し、再びペンを握った。三日目の朝、完璧にして冷徹な「論理の線」が完成した。



第三章

約束の三日後。白銀の議事堂。 桃太郎は静かに、アップデートした新システム計画書――『天国・地獄還流プロトコル』を掲げた。 「天国を『水槽』として捉えるのをやめてください。大粛清の対象となった魂を地獄へ捨てるのではなく、新設する『更生特区』へ異動させる。そこで罪と向き合い、地獄の痛みを知った魂は、今度は『天国のシステムを維持する側の、強固な精神を持った魂』として再生する。彼らを再び天国へ還流させるんです」 議事堂に激しい逆風が吹き荒れる。 「馬鹿な！ 予算の出処はどこだ！ 暴徒が溢れ出たらどう責任を取る！」 「予算は治安維持隊の上層管理費の圧縮で捻出します！ 防衛の手薄さは三獣のデータをもとに警備補佐に回すことで相殺できる。すべてシミュレーション済みです！」桃太郎の声が喧騒を切り裂く。「責任を取るとは、机の上で安全に数字を間引くことじゃない。現場で最初に血を流す覚悟のことだ！」 さらに財政予測データを展開し、長期的なコスト削減の優位性を冷徹な数字で証明した。

沈黙ののち、採決。 経済財政を司るベテラン委員が、長期的なコスト削減データに折れて賛成に回る。そして最後に、委員長が重々しく挙手した。 「……条件付きならば、私もこの未来に賭けよう。委員長特権をもって、私は桃太郎の『還流プロトコル』を採用する」 敵を論破したのではない。一億を背負う責任者たちが、お互いの正義と理性を認め合った瞬間だった。



第四章

改革が進み、更生特区ではかつて地獄へ送られた若者が「還流の案内人」として新たな魂を救う姿があった。桃太郎のシステムは確かに世界を救い始めていた。 しかし、補佐官となった老治安官から手渡されたデータが、桃太郎の息を止めた。どれだけ時間が経っても、精神の「曇り」が晴れず、還流基準に届かない魂が、たった二つだけ存在していた。桃太郎は何度もデータを確認した。計算ミスではない。システムの不具合でもない。更生プログラムも、心理ケアも、すべて正常に機能している。それでも――二つの魂だけは、どうしても救済判定に届かなかった。

 【不適格者：おじいさん / おばあさん】

深夜、更生特区の最奥。 「父さん……母さん……！」 鉄格子の向こうで、おじいさんは情けなそうに顔を背けた。「来るな、桃太郎。オレたちみたいな『不純物』に、構うな」 「僕はこのシステムを作ったんだ。二人の更生データを書き換えて、今すぐ天国へ戻すことだって――」 最高権力者の、システムの頂点に立ったからこその言葉に、おばあさんは自分の胸元を押さえた。 「ダメだよ、桃太郎。私たちは憐仁郎をシステムで地獄へ放り込んだ。あのときの叫びが耳から離れないんだよ。私たちが犯した罪の深さは、お前が作ったどんな立派なプログラムでも消せない。自分を許せない魂は、天国の綺麗な空気を吸うほど、胸が苦しくなるんだ。……私たちは、ここにいるのが一番楽なんだよ」 桃太郎は愕然と立ち尽くした。 桃太郎は、初めて自分の作った「正しさ」を信じられなくなった。「嘘だ……そんなの、おかしいよ……！ 二人を救うために、毎日泥をすすって、このシステムを作ったんだよ！！ なのに、二人が戻ってこられないなら、僕のやってきたことは一体何だったんだ！！」 鉄格子を叩き、泣き叫ぶ息子に、おじいさんは節くれ立った手を伸ばし、涙をそっと拭った。 「桃太郎。お前のおかげで何万もの魂が救われた。お前はオレたちの最高の誇りだ。だから、もういいんだ。オレたちのことは諦めて、お前は上へ戻れ」 「諦められるわけないだろ！！」



第五章

白銀の議事堂。十人委員会の前で、桃太郎は静かに自分の胸元から金色のバッジを外し、委員長の前の机に置いた。 「二人の曇りは、晴れませんでした。僕の作ったシステムは、二人の心を救えませんでした」 「ならば規律通り二人を地獄へ永久拘留とする。桃太郎、お前は最高執行官として、その職務を全うせよ」 委員長の言葉に、桃太郎はふっと優しく微笑んだ。 「いいえ。僕は最高執行官を辞めます」 どよめく議事堂に向かって、桃太郎は力強く宣言した。 「僕の作った還流システムは、大多数を救える完璧なロジックです。だけど――完璧なロジックだからこそ、そこからこぼれ落ちる人間がいる。このシステムは、彼ら三獣と老治安官が完璧に引き継ぎます。けれど、システムでは救えない、自分を許せないほど優しい人たちが、最後に残ってしまう。だったら、そのシステムの手が届かない、残された少数の手を救うのが、僕の本当の仕事です」 桃太郎は真っ直ぐに前を向いた。 「委員長。あなたたちが上から『システム』を動かすなら、僕は下で、『溢れ落ちたその一人の手を、地獄の底まで追いかけていって握り続ける不純物（ノイズ）』になります。二人が天国へ戻れないなら、僕が地獄へ行きます。治安維持隊の服を脱いで、ただの息子として、地獄の底で、二人が自分を許せるその日まで、何年でも、何十年でも、隣で一緒に迷い続けます」

老補佐官が、持っていた帽子を脱ぎ、桃太郎の背中に向かって誰よりも深く敬礼を送った。その敬礼は、議事堂の数千人の兵士たちへと次々に伝染していく。委員長は静かに目を閉じ、少年の歩む道に最大級の祝福の沈黙を捧げた。

結章

地獄の最底層――そこに設けられた、更生特区の最深部。冷たい風が吹き荒れる暗闇の中。 「父さん！ 母さん！」 聞き慣れた元気な声が響き、薄藍色の治安維持隊の服を脱ぎ捨て、あの頃の少年の姿に戻った桃太郎が走ってきた。周りでは犬・猿・雉が嬉しそうに跳ね回っている。 「桃太郎……！？ お前、なんでここに……」 桃太郎は二人の前に膝をつき、地獄の泥で汚れるのも構わず、両手を強く握りしめた。 「最高責任者なんて、もう僕には必要ないんだ。僕は、世界でたった二人しかいない、僕の父さんと母さんの息子でいたいんだ」 「バカだねぇ……本当にお前は、大バカな子だよ……」おばあさんの目から、堰を切ったように涙があふれ出した。 「うん、バカでいいよ。二人が自分を許せなくて天国へ行けないなら、僕がこの地獄の底を、僕たちの新しい天国にする。ここでまた一から、みんなで『誰も傷つけないお茶の間』を作ろう」

すぐにすべてが解決するわけじゃない。深い傷は今も二人の中に沈んでいる。けれど、桃太郎の涙の温かさに触れて、凍りついていた二人の肩の力がほんの少しだけ抜けた。長い、長い救済の旅の始まりだった。

◇ それから、長い年月が流れた。 更生特区の最も深い場所。亡者たちから「桃太郎の家」と呼ばれるようになった、小さくて歪な木造りの家。 夕暮れ時、煙突からは温かいスープの湯気が優しく立ち上り、中からはおじいさんの少し不器用な笑い声と、おばあさんが食器を並べる静かな音が漏れ聞こえてくる。

家の扉を叩く音がした。新しく地獄へ落ちてきて、自分の罪の重さに怯え、ただ膝を抱えて泣いていた一人の若い魂が、おずおずと中を覗き込む。 制服を脱ぎ捨て、目元に少し年輪を刻んだ男が、あの頃と全く変わらない優しい笑顔で温かいお茶を差し出した。足元では、年老いた犬と猿と雉が静かに尾を振っている。 「寒かったでしょ。さあ、中へ入って。……まずはゆっくり、君の話を聞かせてほしいな」

理不尽で、冷たくて、泥にまみれた地獄の世界。けれど、その小さな家の窓から溢れる橙色の光だけは、どんな巨大なシステムも、どんな神の規律も決して消すことのできない、どこまでも温かい、彼らだけの「めでたしめでたし」の光景として、地獄の底を静かに、永遠に照らし続けていた。

（完）
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